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【韓国

先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で

週前半の 3 日間のみだった。

米株市場が週初から連日で上昇したことも投資家心理の改善

につながった。主力ハイテク株のサムスン電子や

クスなどを中心に外国人投資家の活発な買いが入り、指数を押

し上げた。今週は、

休中に、米株市場が回復基調を維持したことを受け、出遅れ感

が意識され、

の 1 月の生産者物価指数（工業製品出荷価格：

輸出入統計（

 

【ロシア】

先週の動き／今週の展望

RTS 指数は

指数を構成する

半に 65 ドル超えまで値を戻したことも投資家心理改善に寄与

した。1 月の

1.5％減、市場予想

材料。指数は週明け

5 日続伸。16

すべてを埋めた。個別では好調な四半期決算と通期見通しを発

表した IT大手のヤンデックスが

今週はもみ合いか。

 

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

VN 指数は

場となったことで

けの原油価格

に前週に売り込まれた金融

買いを集めた。

日に 1060.48

取引を終了した

る 257 銘柄がプラスとなった。個別ではペトロベトナムガスが

11.6％高、ビン

は旧正月明け
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韓国】 総合指数は

先週の動き／今週の展望

総合指数は週間で 2.5％高と

日間のみだった。

米株市場が週初から連日で上昇したことも投資家心理の改善

につながった。主力ハイテク株のサムスン電子や

を中心に外国人投資家の活発な買いが入り、指数を押

し上げた。今週は、19 日に取引が再開される

休中に、米株市場が回復基調を維持したことを受け、出遅れ感

、買い優勢の展開

月の生産者物価指数（工業製品出荷価格：

輸出入統計（20 日間）が発表される予定。

【ロシア】 

先週の動き／今週の展望

指数は週間で 6.5％高

指数を構成する 45 銘柄のうち

ドル超えまで値を戻したことも投資家心理改善に寄与

の鉱工業生産（前年比）が

市場予想の 0.3％

材料。指数は週明け 12 日にプラスで寄り付

16 日 1263.27 ドルで取引を終

埋めた。個別では好調な四半期決算と通期見通しを発

大手のヤンデックスが

今週はもみ合いか。ロシアの対米

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

指数は週間で 5.6％高と

場となったことで 2 営業日

原油価格の上昇を受け、買い

前週に売り込まれた金融

買いを集めた。指数は週明け

1060.48 ポイントまで上値を伸ばし、

した。指数を構成する

銘柄がプラスとなった。個別ではペトロベトナムガスが

％高、ビングループが

は旧正月明けで取引は 3 営業日だが、堅調

興国ウィークリーレポート

総合指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と 3 週ぶりに反発した。旧正月の連休に伴い週後半

日間のみだった。12－14 日は、前週に指数が

米株市場が週初から連日で上昇したことも投資家心理の改善

につながった。主力ハイテク株のサムスン電子や

を中心に外国人投資家の活発な買いが入り、指数を押

日に取引が再開される

休中に、米株市場が回復基調を維持したことを受け、出遅れ感

の展開か。主要経済指標は、

月の生産者物価指数（工業製品出荷価格：

日間）が発表される予定。

 RTS 指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と大幅に 3

銘柄のうち 35 銘柄が週間で

ドル超えまで値を戻したことも投資家心理改善に寄与

鉱工業生産（前年比）が 2.9

％減から大幅に上

日にプラスで寄り付

ドルで取引を終

埋めた。個別では好調な四半期決算と通期見通しを発

大手のヤンデックスが13.7％高と指数をけん引した。

ロシアの対米関係悪化

【ベトナム】 VN 指数は

先週の動き／今週の展望 

％高と 3 週ぶりに反発

営業日の取引だったが、前週末の米国株式市場で主要

の上昇を受け、買い戻し優勢

前週に売り込まれた金融株やエネルギー株など主力銘柄が

週明け 12 日にプラスで寄り付

ポイントまで上値を伸ばし、

。指数を構成する 351 銘柄のうち

銘柄がプラスとなった。個別ではペトロベトナムガスが

グループが 10.1％高と指数をけん引した。今週

営業日だが、堅調

ークリーレポート

総合指数は週間で 2.5

週ぶりに反発した。旧正月の連休に伴い週後半

日は、前週に指数が

米株市場が週初から連日で上昇したことも投資家心理の改善

につながった。主力ハイテク株のサムスン電子や SK

を中心に外国人投資家の活発な買いが入り、指数を押

日に取引が再開される予定。旧正月の連

休中に、米株市場が回復基調を維持したことを受け、出遅れ感

主要経済指標は、21

月の生産者物価指数（工業製品出荷価格：PPI）

日間）が発表される予定。 

指数は週間で

3 週ぶり反発。米国株

銘柄が週間で上昇。前週末に

ドル超えまで値を戻したことも投資家心理改善に寄与

2.9％増となり、前回の

大幅に上振れしたことも支援

日にプラスで寄り付いた後、

ドルで取引を終え、週の下落分

埋めた。個別では好調な四半期決算と通期見通しを発

％高と指数をけん引した。

悪化が気掛かり。

指数は週間で

週ぶりに反発。テト（旧正月）の休暇で

取引だったが、前週末の米国株式市場で主要

戻し優勢の展開となった

やエネルギー株など主力銘柄が

日にプラスで寄り付

ポイントまで上値を伸ばし、1059.73 ポイントで

銘柄のうち 73

銘柄がプラスとなった。個別ではペトロベトナムガスが

％高と指数をけん引した。今週

営業日だが、堅調な展開が続く

ークリーレポート

2.5％高と 3 週ぶり反発

週ぶりに反発した。旧正月の連休に伴い週後半

日は、前週に指数が 6％超下落

米株市場が週初から連日で上昇したことも投資家心理の改善

SK ハイニッ

を中心に外国人投資家の活発な買いが入り、指数を押

。旧正月の連

休中に、米株市場が回復基調を維持したことを受け、出遅れ感

21 日に韓国

）と 2 月の

週間で 6.5％高と大幅

。米国株の反発や原油高

。前週末に 62

ドル超えまで値を戻したことも投資家心理改善に寄与

となり、前回の

ことも支援

後、16 日まで

週の下落分のほぼ

埋めた。個別では好調な四半期決算と通期見通しを発

％高と指数をけん引した。

が気掛かり。 

週間で 5.6％高と

。テト（旧正月）の休暇で

取引だったが、前週末の米国株式市場で主要

の展開となった。特

やエネルギー株など主力銘柄が

日にプラスで寄り付くと、13

ポイントで

73％に当た

銘柄がプラスとなった。個別ではペトロベトナムガスが

％高と指数をけん引した。今週

な展開が続くか。 

ークリーレポート 
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週ぶり反発、

週ぶりに反発した。旧正月の連休に伴い週後半

下落した反動で安値拾いの買いが広がり、

％高と大幅に 3 週ぶり反発

反発や原油高などを背景に

62 ドル台後半で取引を終えたブレント原油先物が、週後

％高と 3 週ぶり反発

。テト（旧正月）の休暇で 14 日から

取引だったが、前週末の米国株式市場で主要 3 指数がそろって

 ▼指数チャート 
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、米株上昇で投資家心理改善

週ぶりに反発した。旧正月の連休に伴い週後半の 15－16 日は休場となり、立ち会いは

した反動で安値拾いの買いが広がり、

週ぶり反発、

などを背景に買い戻し優勢

ドル台後半で取引を終えたブレント原油先物が、週後

反発、今週は引き続き

日から 20 日までホーチミン

指数がそろって 1
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上昇で投資家心理改善

日は休場となり、立ち会いは

した反動で安値拾いの買いが広がり、3

、今週はもみ合いか

買い戻し優勢の展開となった

ドル台後半で取引を終えたブレント原油先物が、週後

は引き続き

日までホーチミン証券取引所

1％以上反発したことや週明
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上昇で投資家心理改善 

日は休場となり、立ち会いは

3 日続伸した。

今週はもみ合いか 

の展開となった。

ドル台後半で取引を終えたブレント原油先物が、週後

は引き続き堅調か 

証券取引所が休

％以上反発したことや週明
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。
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【先週の動き／今週の展望】

高、中央銀行が政策金利の据え置き決定

ジャカルタ総合指数は

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

初の

ると、

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

金融政策決定会合では、政策金利が

置かれている。今週は国内の重要イベントが少なく、

表される

展開か。前週末の
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【先週の動き／今週の展望】

17

SET

でもみ合いながら、徐

12

の

落したが、

の祝日で休場する中、

が好感されて続伸。今週は

22

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が

ぶりに黒字を回復すれば株式相場の支援材料になりそうだ。
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、中央銀行が政策金利の据え置き決定

ジャカルタ総合指数は

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

初の 12 日は前週末の

ると、14 日まで

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

金融政策決定会合では、政策金利が

置かれている。今週は国内の重要イベントが少なく、

表される 1 月の

展開か。前週末の

【タイ】

5,960

6,120

6,280

6,440

6,600

6,760

12/1412/5

[JCI/day (2017/12/5 

【先週の動き／今週の展望】

17 年 10－12 月期の

SET 指数は週間で

でもみ合いながら、徐

12 日に反発すると、

の 1800 ポイントを回復。

落したが、15 日には買い戻された。

の祝日で休場する中、

が好感されて続伸。今週は

22 日に 1 月の貿易統計（通関ベース）が発表される。

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が

ぶりに黒字を回復すれば株式相場の支援材料になりそうだ。
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、中央銀行が政策金利の据え置き決定

ジャカルタ総合指数は 4 日間

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

日は前週末の NY ダウが上昇した流れを受けて反発す

日まで 3 日続伸。ただ、

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

金融政策決定会合では、政策金利が

置かれている。今週は国内の重要イベントが少なく、

月の FOMC 議事要旨の内容が株式相場を左右する

展開か。前週末の NY ダウが

【タイ】 
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【先週の動き／今週の展望】

月期の GDP

指数は週間で 1.1％高と

でもみ合いながら、徐々に上値を広げた

日に反発すると、13 日は終値ベースで

ポイントを回復。14 日は反動で売られて

日には買い戻された。

の祝日で休場する中、NY 市場で原油先物価格が上昇したこと

が好感されて続伸。今週は 19

月の貿易統計（通関ベース）が発表される。

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が

ぶりに黒字を回復すれば株式相場の支援材料になりそうだ。
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は

高、中央銀行が政策金利の据え置き決定

間の取引で 1.3

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

ダウが上昇した流れを受けて反発す

日続伸。ただ、15 日は 1

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

金融政策決定会合では、政策金利が 5 会合連続で

置かれている。今週は国内の重要イベントが少なく、

議事要旨の内容が株式相場を左右する

ダウが 6 営業日続伸したことは好材料。
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2018/2/16)]

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は

が焦点 

％高と 3 週ぶりに反発。小幅なレンジ

々に上値を広げた 1 週間だった。週初の

日は終値ベースで 6

日は反動で売られて

日には買い戻された。16 日は近隣諸国が旧正月

市場で原油先物価格が上昇したこと

19 日に 17 年 10

月の貿易統計（通関ベース）が発表される。

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が

ぶりに黒字を回復すれば株式相場の支援材料になりそうだ。
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ジャカルタ総合指数は

高、中央銀行が政策金利の据え置き決定 

1.3％高と 3 週ぶりに

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

ダウが上昇した流れを受けて反発す

1 月の輸入額が市場

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

会合連続で 4.25％に据え

置かれている。今週は国内の重要イベントが少なく、22 日に公

議事要旨の内容が株式相場を左右する

営業日続伸したことは好材料。
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指数は 1.1％高、今週は

週ぶりに反発。小幅なレンジ

週間だった。週初の

6 営業日ぶりに節目

日は反動で売られて 3 日ぶりに下

日は近隣諸国が旧正月

市場で原油先物価格が上昇したこと

10－12 月期の

月の貿易統計（通関ベース）が発表される。GDP

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が

ぶりに黒字を回復すれば株式相場の支援材料になりそうだ。

2/71/29

  

 

 

 

  

  

ジャカルタ総合指数は 1.3％

週ぶりに

反発。米株相場の回復に連動しておおむね堅調に推移した。週

ダウが上昇した流れを受けて反発す

月の輸入額が市場

予想を大幅に上回り、貿易赤字が拡大したことが嫌気され、小

幅に反落して週の取引を終えた。同日に開催された中央銀行の

％に据え

日に公

議事要旨の内容が株式相場を左右する

営業日続伸したことは好材料。 
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【先週の動き／今週の展望】

2.0

ストレーツタイムズ指数は

りに反発。連休前の反発が奏功した。週初の

スタート。

したが、

－12

ナイテッド・オーバーシーズ銀行の純利益はともに増加したも

のの、石油・ガス企業への融資内容が不安視されて売られたこ

とが指数下落の要因。一方、

年同月比

1.2

 

％高、今週は

週ぶりに反発。小幅なレンジ

週間だった。週初の

営業日ぶりに節目

日ぶりに下

日は近隣諸国が旧正月

市場で原油先物価格が上昇したこと

月期の GDP、

GDP 成

長率に対する市場の反応が注目されるほか、貿易収支が 2 カ月
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発表が集中する中、内容次第で上値を試す展開か。前週後半に

為替相場で米ドルに対するリンギ高が進んだことは追い風。
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